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swarm理論 (E.Bose8)による ideaを発展させたもので約 105個程の分子が一つの集
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であり, Tは配向の秩序度 (orientatinalorder),Oは一次元的な格子の秩序度 (trans-
1ationalorder),7はTとOをcoupleさせるcouplingの秩序度を表わしている019･21)
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転移する｡第 3図(C)が彼 らの計算計果で実験データとよく一致する｡第 3図(a)はMc一
Mllanが第 1論文20)(1971年)で計算した相図で彼は有効ポテンシャルで centralpart
v(17it)を考えず (a-0とした)異方性の部分しか考えなかったので,orderparame-
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双極子 (hinderedrotation)の秩序度 (これが tiltangleを与える ),couplingorder
parameterである｡
α-吉<cosKll･=･ cosKi2･=･cosK1 3･わ , p-<cos吟 ,


























































































































































ただし, (31)式で,サ(r)はZ方向にのみ空間的に早 く振動し,x,y方向には余 り
変化しないというsmecticAの性質から,錆'･∂xおよび ∂言･∂yの項は落 した (∂Z…
意 等)o






















ここで, (30)式のOrnstein-Zernike の形からわかるように, 2つの coherence
lengthEH≡(CN/A(T))宛,El≧(C1/A(T))% を導入すると平均場近似ではA(T)～
(T-Tc)なので,coherencelengthEは (T-Tc)-% で発散し,上式のK22とK33の
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第 12図 splay(Kll)と bend(K33)の弾性定数の温度依存性･△ xは帯磁率の
異方性 xa-x〟-xlである｡実線は orientationalorderparameter･
? ?
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第 13図 K33の fluctuationの部分を98.9oCのK33でnomalizeした値の
温度依存性｡この勾配から,exponent0.653が得られる｡




は f(T)～(TI NA)~豆)oしか し,Cladis44)は同じ方法でCBOOAのbendの温度依存性
__2
を測定 し,上述の helium analogの値(T-TNA)3ではなく,平均場の値(T--TNA)~0･5
の方に近い結果を得ている｡
さて,以上は,reactivepart,すなわち,超伝導の fluctu(ltiondiamagnetismに対応
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もレー リー 散乱で twistmodeの温度依存性を測定し古典理論と合 う結果を得ており,






























∂f(1) -→ ∂f(1) <子>sc∂f(1) ∂U
訂 +V･有 +-T 訂 十手 諾 )+(<一両 ,S｡十
p¢ ∂u ∂∫(1)























f(0'(弟≡p(義 )Aexp仁 蒜 ),
9(0,…両 expト 両 (Pe2･蓋)],
1 1















この o｡,音と 潰 )は線形化 した方程式から次の連立方程式をみたしていることがわか
るoただし,線形応答の思想により,外揚 Vextの1次に応答するものをとったo





これから,系の2種類の感受率 xo,xT(0)が xq… 0｡,k/V｡xt,xT(O)… Ti0,)k/Vex.で定義
でき,Fluctuation-I)issipationTheoremを用いると揺ぎのスペクトル,すなわち, dy-
namicformfactorL週(W,k)が次式で定義される｡





































kz n ' I/ ky
(53)
ここで, CH,C1は (2)式のようなポテンシャルを仮定したときに (48)式の左辺の
行列式-0の式 (collectivemode)を波数ベクトルで展開したときに,それぞれ (k〟-































8K33(T)/8K22(T)-(a )" for T-TNA (58)
であるが,この理論でも大ざっぱ(と見積って, (53)式から F〟～C〟,Fl～C1 とお く







ルを重心間の距離依存性 と分子の方位依存性の積に分けたために,Splay変形 と twist
の変形が区別できないことである｡この欠点はもっと複雑なポテンシャル (もちろん,


















今世紀の始め頃から液体膜を下から熱 したとき,その温度勾配,正 しくは, レ-リー
数 Ra-αgPd4/仰 (1ここで, αは熱膨脹係数, gは重力加速度, βは温度勾配,dは液
体膜の厚さ, Kは熱拡散率で伝導度をk,密度をp,定圧比熱をC｡とすると応-k/pC｡,
































ここで,第 15図で波形で示 したように,液晶の平均的な配向方向からの directorのず
れの角度を甲とし,その曲率芸 を少Zとしたoまた,k｡は熱伝導度の異方性でk｡-kN
-klである(卵ま温度勾配,符は液晶の粘性率 )o
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<o)はますます温度が高 くなり,0の所 (温度の低い所 )ではサZ>0であるので温
度はますます低 くなり系は結局,不安定になってしまう0第 15図の(b)と(C)の場合には
kaβ<0であるので丁度逆になり系は安定であるo
このように,液晶の場合 (k｡<0のとき )には, 膜を上から熱 しても,B占nardin-
stabilityをひき起すことができることがわかったoこんなことは通常の isotropicli-
quidでは全 く考えられないことであり,液晶であるからこそ起る現象であるo











･Z-[γ/柚 ′d)2]/[1-(a )2] (62)
ここで, rは液晶の effectiveな粘性係数であり(液晶の粘性係数 については次節を参















































今,第17図のように摘 方向に流れの速度の勾配 S-告 をつく｡,その中にx軸方
向に配向させた(磁場HをⅩ軸方向にかけて配向させる)nematic分子を考えよう.76)
第 17図のように今,分子を Z方向にHzだけずらすと,以下で述べるLeslie-Ericksen


























































ここで･S(t)…富 (shearrate)であり･coswtの時間依存性を示すo Tzは電那 Z
と磁場Hxを用いて













































































サZ… 霊 はdirectorのふれの曲率, oH- OJy(el/eN-ql/佃 でH｡1E,ich伝導度と呼
ばれているものであり,Tq,Tzは次式で与えられる｡
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